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と△lout (l)、オキシヘモグロビン (OxyHb) の吸光係数を Eoxy (A)、デオキシヘモグロビン
(DeoxyHb)の吸光係数を Edeoxy (A)、OxyHbの濃度変化を△Coxy、DeoxyHbの濃度変化を△





センサー (AP-C034)・呼吸アダプター (AP-U033)、脈波： AP-C030) を、ポリグラフ (Polymate
1 SpectraTech OEG-Sp02のヘモグロビン変化の正確な表現としては、みかけのヘモグロビン濃度変化光路長





Pro: MP6000、みゆき技研、日本）を経由してノートパソコン (NECVersaPro VJT23F-l)の専用
ソフト (APMonitor Pro Ver. l.OOE)により、サンプリング周波数lOOOHzで磁気記録した。今回、







その間に、末梢神経系指標となる、 SCR、呼吸、 HR(脈拍）のピックアップを装着した。 15分ほど














そのタイミングで測定機器にマーカーを入れた。質間は 5つのカードの質問を 1セットとして、 5
























いる (Lu,Zhang, Biswal, Zang, Peng, & Zhu、2010; Sai, et.al.、2014)。また、 deoxyHb濃度変化よ
りも oxyHb濃度変化について、嘘をついた場合と真実を返答した場合で異なる様相があると報告さ
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